
 

 

 

 

 

 

   

 

 

８月２５日に２学期始業式を行いました。長い夏休みを終えて、また子ども達の元気な 

 顔を見ることができたことをとてもうれしく思います。まだまだ暑い日が続いていますが、 

 一人ひとりの成長につながるよう教育活動を進めてまいりますので、２学期も引き続きの 

 ご支援とご協力をよろしくお願いいたします。 

  今回は、始業式の校長の話で子ども達に話したことについてお伝えします。 
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～ 元気・本気・笑顔 で挑戦！ ～ 

 

実  家  庭 

 今日は、みなさんに一つ聞きたいことがあります。夏休みの間に、ちょっとでも成長

したことがあるなあ…と思う人は手を挙げてください。 

 成長という言葉を使いましたが、成長というのは何も大きなことだけではないんです。 

「昨日できなかったことが、今日は少しできた」「誰かに優しくできた」「分からないこ

とを分かりませんと言えた」「失敗したけど、もう一度やってみた」など、そんな小さな

一歩も大切な成長です。 

 

 今日から始まる２学期ですが、みなさんからこの言葉を大切にしながら過ごしてほし

いと思います。それは、『一歩前へ』です。 

 勉強で難しい問題が出てきた時、「できない」で終わらずに、まず１問やってみる。 

運動で苦手なことがあったら、「無理」で終わらずに、もう一回挑戦してみる。友だちが

独りぼっちでいたら、「どうしたの？」と声をかけてみる。失敗してしまったら、「もう

一度やってみよう」と立ち上がってみる。それが『一歩前へ』です。 

 大切なのは、誰かと競争することや、一番になることではありません。昨日の自分よ

り、ほんの少しだけ前に進むことです。うまくいかないことや失敗もあるでしょう。で

も、失敗しても大丈夫です。失敗したところから、また一歩前に進めばいいのです。 

 

 校長先生は、２学期の終わりに、「こんなことができるようになったよ！」「こんな 

ことに挑戦できたよ！」と、胸を張って言えるみなさんに会いたいと思います。会える

ことを楽しみにしています。今日から始まる２学期、ここに居るみんなで『一歩前へ』 

進んで行きましょう。 

 

 

 

 

 


